研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　本部　　職　種　　事務　　　氏　名　　明戸典子

	期　　間　　平成　20年12月1日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　　平成20年度青森県認知症ケア総合研究会参加のため

	出 張 先　　青森市　アラスカ会館　地下　サファイア

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感考察】

· シンポジウムでは、１人の持ち時間が8分と少なく、各々のシンポジストが行っている現在の業務内容について説明がなされただけであった。各々の業務内容だけではなく、地域支援として行ったことが、現在どのように地域に根ざしているのか、結果として得られたことについて等、もう少し詳しく聞く時間があればと思った。

· 午後は1グループ7名・15グループによるグループワークが行われた。いろいろな職種、事業所から構成されていて、各々が現在行っている業務について説明が行われた。八戸は見守りネットワークなど、地域のネットワーク化が進んでいるように感じる等の意見を頂いた。確かに他の町村等はまだ、高齢者の一人暮らし世帯や、災害時の要支援世帯が分かるようなマップや資料などがなく、今後作成していかなければならないとのことであった。

· 小さい単位でのネットワークは強固で構築しやすいが、それが大きな単位でのネットワークとなると体制作りに時間がかかること、意外ともろい体制であることを感じた。

· 開会挨拶は県健康福祉部高齢福祉保険課の大池課長、県地域包括在宅介護支援センター協議会の坂本美洋会長が行った。大池課長からは当研究会の主旨が述べられた後、前日に行われた徘徊SOS模擬訓練に参加しての感想が述べられた。「田面木地区は地域内での活動が活発で、寒い中での訓練であったが、住民の力を感じることが出来た。」との感想を頂いた。模擬訓練の成果はほとんど無いに等しいが、訓練に参加した住民のことについて感想を話していただいたことで、他の参加者へ八戸で行われている取り組みについて知っていただく大変いい機会になった。

【研修要旨】

　シンポジウム：「認知症者及び家族を地域全体で支える支援を目指して」

　コーディネーター：青森県地域包括・在宅介護支援センター協議会

　　　　　　　　　　研修委員　栗野　ヤヱ子　氏

1） 青森市キャラバンメイト連絡協議会　会長　鶴賀　茂世　氏

認知症者は全国で170万人とも言われている。今後増加し、施設等の対応では間に合わない時代がくる。そのためにも認知症サポーターを養成し、地域で見守ることで、認知症の人やその家族が、住み慣れた土地で暮らし続けることができるのではないか。青森市キャラバンメイト連絡協議会は青森県、青森市、その他の団体と協働し、地域や職域・学校などで認知症サポーターの育成を行い、認知症サポーターの活動を通じて、「認知症になっても安心して暮らせる町づくり」を目指し、関係機関・組織・団体等へ働きかけ、協力を連携体制づくりやネットワーク化を推進することを目的としている。

認知症サポーターの養成は、今後地域で認知症を支えるためには、必要なことである。しかし、キャラバンメイト養成講座の実施については各市町村に任せられており、財政が困難なところでは、会場費は資料代、オレンジリング代など経費の問題があり、開催できていないところもある。

　　　　

【考察】

キャラバンメイトについて、認知症サポーターについて、協議会の目的等が説明された。現実問題として、青森県内の高齢者数は今後も増加し、それに伴って認知症者の数も増加していくことが予想されている。現在県内にある、特養・老健・グループホームなどの施設だけでは、増加する認知症高齢者に対応しきれないのも現実である。軽度の認知症者は家族にとって、心身ともに大きな負担となってしまう場合が多い。そうしたときの支えに近隣の地域住民がなっていくことが、今後必要である。

2） 青森市地域包括支援センターのぎわ　所長　小川　あゆみ　氏

PPTを使用して、「青森市地域包括支援センター」の概要が説明され、センターの取り組みが紹介された。

1主任ケアマネージャー分科会の取り組み・・ケアマネ支援・テーマに沿って、関係機関職員との意見交換、ディスカッションの場を設け、情報収集し、実際に役立つ社会資源マップやフローを作成。

2「忘れなぐさの会」創設・・キャラバンメイトによる認知症サポーター養成講座の実施

3「包括支援センターのぎわ」の取り組み・・認知症の理解をしていただく為に、認知症劇を公演、また広報誌の発行等。

【考察】

　　地域包括支援センターのぎわでは、寸劇を地域向けに行うことで、「何か相談があったら、のぎわに行けばいいんだべ」などの声が聞かれるようになったとのこと。また、寸劇を地域の住民達が行いたいのでシナリオが欲しいなどの声があり、十分な啓発活動となっていることに、感心させられた。

　　啓発活動は今後の課題であるため、良い点は取り入れて、今後の業務につなげていきたいと感じた。

3） 認知症の人と家族の会青森県支部結成準備会　世話人代表　石戸　育子　氏

「家族の立場から支えあう地域づくりのために」というテーマで、まず体験をとおして学んだことが話された。

· 認知症であることをかくさないことで不安は勇気に変わる。

· 介護は辛いことばかりではない。

· 人は支えあって生きている。

　　　　以上の3点を学んだとのこと。次に家族会の活動をとおして思うこと

· 介護者（家族）には仲間が必要。

· 介護を辛いだけの思い出にしてはならない。

· 家族同士の支えあいを地域の力にしていかなければならない。

【考察】

　　石戸氏の介護体験であった。しかし、認知症であることをかくさないようにすれば、近所の方達も気をつけて見守ってくれるが、自分の家族が認知症になったばかりの時は、そのようなことは考えられなかったと言う。しばらくの間は辛く、姑を殺して自分も死のうを考えた時期が続いたのとこと。確かに、誰にでもなりえる病気ではあるが、実際に身近な親が病気にかかるとなかなか言い出せないものである。もっと相談しやすい環境を地域に根付かせる必要を感じた。

　　

4） 三戸町社会福祉協議会　会長　船水　松春　氏

三戸町の高齢者人口等、三戸町の様子を紹介。その後社協の活動として行われている予防活動と在宅での支援活動について述べられた。

1 地域福祉活動では高齢者を孤立させない活動

2 介護保険関係事業活動

3 関係機関との連携（包括支援センター・民生委員等との連携）

今後の課題して、1・介護保険の利用を控えている方が多い。（低所得者、生活が苦しいため一部負担金が支払えない）2・ランクの高い方の在宅生活者が多い。（施設入所が困難）3・在宅で生活しているランクの高い方々への支援、家族支援のあり方、ネットワークづくりが難しい。

以上の3つがあげられるとのことであった。

【考察】

　　支援を行う前に、自分が住んでいる町の現状を知ることが大切であるとの話があった。その地区にどのような人たちが暮らしているのか、現状を詳細にしることで、何を支援していくべきか、どんなネットワークが必要なのか、求められているものを知らなければ適切な援助や、ネットワークは作れないと感じた。

　　

5） つがる市地域包括支援センター　保健師　木村　さつき　氏

つがる市内の高齢者の状況について述べられ、次に認知症・家族支援のネットワークについて述べられた。地域ケア会議の開催や、認知症サポーター要請講座を行っているが、キャラバンメイトは2名しかいないとの話であった。またつがる市も認知症予防に取り組んでおり、寸劇を介護予防教室などで行って、啓発に努めているとのことであった。

【考察】

　　つがる市も青森市と同様、寸劇を利用して認知症予防に取り組んでいた。地域住民を対象としたときは、やはり分かりやすい内容のものが必要であると感じた。

　　住み慣れた場所で認知症者が生活するために、地域ケア会議を定期的に開催し、情報交換をしているとのことであったが、医師が協力的なため、家族への対応についてもスムーズであるとのことであった。多職種がかかわることで、本人の支援だけでなく、家族の支援も行うことが出来るのではないかと感じた。

　グループワーク

　15グループに所属。

· 七戸町地域包括支援センターの介護支援専門員

· 青森市地域包括支援センターの介護支援専門員

· 六戸町の在宅介護支援センターの介護支援専門員

· つがる市地域包括支援センターの保健師

· 階上町の老健職員

· むつ市の特別養護老人ホームの相談員

上記メンバーで、「認知症者及び家族を地域全体で支えるために」というテーマで、現在行っている業務について紹介がされた。またそれぞれの業務に対し、質疑応答が行われグループワーク終了となった。その後は6グループからそれぞれの発表を行い、シンポジストから感想を述べてもらい、閉会となった。

【考察】

　　グループワークではそれぞれの立場から地域で行っている活動について紹介がされた。包括職員からは担当地域のマップを作成できていないなどの話がでた。在介職員からは個人情報保護法の関係で市役所もなかなか情報を提供してくれないため、災害時要援護者や、高齢者1人世帯など、現状が把握できない。とのことであった。自分の住む地域のことを把握すること、民生委員を活用することで現実に沿った情報を得ることが可能であると感じた。大きな支援体制を構築するためには、まず小さな単位での支援体制作りが必要であることが、参加者の話から読み取ることができた。田面木地区で認知症地域支援体制構築事業を担当したことが、かなり勉強になり、身についていることを感じることができたグループワークであった。
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